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昭
和
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
「
国
家
補
償
の
理
念
」
に
よ
る
援
護
法
制
定
に
関
す
る
再
質
問
主
意
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一 

 



 

一 

広
島
市
、
長
崎
市
に
対
す
る
原
爆
の
投
下
は
「
国
際
法
違
反
で
あ
る
と
は
い
い
切
れ
な
い
が
、
国
際
法
の
根 

 
 

底
に
あ
る
基
本
思
想
の
一
つ
た
る
人
道
主
義
に
合
致
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
意
味
に
お
い
て
国
際
法
の
精
神 

 

に
反
す
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
答
え
て
い
る
。 

政
府
の
答
弁
書
（
十
一
月
七
日
）
は
法
解
釈
と
事
実
の
認
識
に
つ
い
て
、
納
得
で
き
な
い
。
改
め
て
左
記
三
点
に 

 
 

つ
い
て
再
質
問
す
る
。 

被
爆
者
対
策
の
基
本
理
念
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
「
原
爆
投
下
の
違
法
性
＝
犯
罪
性
」
に
つ
い
て
改
め
て
次 

 

の
点
か
ら
政
府
見
解
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。 

第
一
は
、
原
爆
の
投
下
は
、
日
本
が
一
九
一
二
年
に
承
認
を
し
た
へ
ー
グ
の
「
陸
戦
法
規
慣
例
に
関
す
る
規 

 
 

則
」
に
違
反
し
て
い
る
。
即
ち
実
定
法
で
あ
る
戦
時
国
際
法
に
違
反
し
て
い
る
と
「
い
い
切
れ
る
」
の
で
は
な
い 

原
爆
被
爆
者
に
対
す
る
「
国
家
補
償
の
理
念
」
に
よ
る
援
護
法
制
定
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

ま
た
、
そ
の
正
式
外
交
文
書
の
中
に
は
「
米
国
政
府
ハ
今
次
世
界
ノ
戦
乱
勃
発
以
来
、
再
三
ニ
旦
リ
毒
瓦
斯
乃 

 

至
其
ノ
他
ノ
非
人
道
的
戦
争
方
法
ノ
使
用
ハ
文
明
社
会
ノ
輿
論
ニ
依
リ
不
法
ト
セ
ラ
レ
居
レ
リ
ト
シ
対
手
国
側 

 

ニ
於
テ
先
ヅ
之
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
限
リ
之
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
キ
旨
聲
明
シ
タ
ル
ガ
米
国
ガ
今
回
使
用
シ 

 

タ
ル
本
件
爆
弾
ハ
其
ノ
性
能
ノ
無
差
別
且
残
虐
性
ニ
於
テ
従
来
斯
ル
性
能
ヲ
有
ス
ル
ガ
故
ニ
使
用
ヲ
禁
止
セ
ラ 

 

レ
居
ル
毒
瓦
斯
其
ノ
他
ノ
兵
器
ヲ
遙
ニ
陵
駕
シ
居
レ
リ
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
る
。 

即
ち
一
九
四
五
年
八
月
十
日
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
使
用
に
つ
い
て
、
当
時
完
全
な
主
権
国
で
あ
つ 

 
 

た
日
本
国
政
府
は
、
正
式
の
外
交
文
書
に
よ
つ
て
中
立
国
ス
イ
ス
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
大
統
領
「
ト
ル
ー
マ
ン
」 

 

（
原
文
の
ま
ま
）
に
国
際
法
の
理
念
で
あ
る
「
全
人
類
及
文
明
ノ
名
ニ
於
テ
」
「
従
来
ノ
如
何
ナ
ル
兵
器
、
投
射
物 

 

ニ
モ
比
シ
得
ザ
ル
無
差
別
性
、
残
酷
性
ヲ
有
ス
ル
」
―
無
差
別
爆
撃
を
行
つ
た
こ
と
を
「
糾
弾
」
し
、
「
人
類
文
化 

 
 

ニ
対
ス
ル
新
ナ
ル
罪
悪
ナ
リ
」
と
抗
議
を
し
て
い
る
。 

か
。
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
四
年
、
国
会
で
藤
山
外
務
大
臣
が
原
爆
は
毒
ガ
ス
以
上
の
非
人
道
的
兵
器
で 

 

あ
る
こ
と
を
認
め
、
「
国
際
法
の
精
神
に
違
反
す
る
」
と
答
え
て
以
来
の
政
府
答
弁
を
今
回
内
閣
の
統
一
的
見
解 

 

と
し
て
答
弁
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

占
領
が
終
つ
た
現
在
も
、
日
本
は
ヘ
ー
グ
の
陸
戦
法
規
慣
例
に
関
す
る
規
定
を
承
認
し
た
「
主
権
国
」
と
し
て 

 

「
原
爆
投
下
は
明
ら
か
に
国
際
法
に
違
反
す
る
」
と
い
い
切
れ
な
い
の
か
。
な
お
、
「
交
戦
状
態
に
あ
つ
た
当
時
」 

 

と
答
弁
書
に
あ
る
が
、
戦
時
国
際
法
は
交
戦
国
の
守
る
べ
き
規
範
で
あ
る
。 

原
爆
は
新
し
い
爆
弾
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
で
禁
止
し
て
い
な
い
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
も
、
総
括
的
な 

 

国
際
法
で
あ
る
ヘ
ー
グ
の
陸
戦
法
規
慣
例
に
明
ら
か
に
違
反
す
る
原
爆
の
使
用
に
つ
い
て
、
唯
一
の
被
爆
国
で 

 

あ
り
、
非
核
三
原
則
を
「
国
是
」
と
す
る
日
本
国
政
府
の
見
解
は
、
「
原
爆
の
投
下
」
は
「
国
際
法
自
体
に
も
違
反 

第
二
は
、
毒
ガ
ス
・
細
菌
兵
器
等
の
使
用
を
禁
止
し
た
一
九
二
五
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
に
関
す
る
国
際
法 

 
 

上
の
見
解
で
あ
る
。 

五 

 



 

園
田
外
務
大
臣
は
そ
の
演
説
の
中
で
、
「
三
十
三
年
前
、
広
島
及
び
長
崎
の
両
市
に
投
下
さ
れ
た
二
発
の
原 

 
 

子
爆
弾
は
、
一
瞬
に
し
て
両
市
を
灰
儘
に
帰
せ
し
め
、
あ
わ
せ
て
三
十
万
人
に
近
い
生
命
を
奪
い
ま
し
た
。
ま 

 
 

た
幸
い
に
し
て
生
命
を
と
り
と
め
た
約
三
十
七
万
人
を
数
え
る
被
爆
者
の
苦
し
み
は
、
今
日
も
続
い
て
お
り
ま 

す
。
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
我
々
は
、
人
類
の
将
来
の
た
め
に
も
核
兵
器
の
も
た
ら
し
た
こ
の
惨
害
の
実
相
を
忘 

 
 

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

す
る
」
と
い
う
見
解
に
立
つ
こ
と
は
当
然
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

第
三
は
、
一
九
七
八
年
五
月
三
十
日
、
第
一
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
お
け
る
園
田
外
務
大
臣
の
演
説
は
東 

 
 

南
ア
ジ
ア
を
含
む
全
世
界
の
代
表
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。 

な
お
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
伏
し
た
日
本
は
極
東
軍
事
裁
判
と
占
領
軍
に
よ
つ
て
戦
争
犯
罪
及
び 

 

公
職
追
放
の
処
分
を
受
け
て
い
る
。
国
際
法
は
戦
勝
国
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
戦
敗
国
に
対
し
て
も
当
然
適
用 

 

さ
れ
、
交
戦
国
の
双
方
を
規
制
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

そ
う
し
て
核
保
有
国
に
対
し
て
、
「
核
兵
器
が
人
類
の
絶
滅
を
も
た
ら
す
恐
る
べ
き
兵
器
で
あ
る
こ
と
は
、 

 
 

核
兵
器
を
保
有
す
る
国
が
最
も
よ
く
知
つ
て
お
ら
れ
る
と
信
じ
ま
す
。
」
と
断
じ
、
「
マ
ン
モ
ス
が
そ
れ
の
牙
の 

 
 

故
に
絶
滅
へ
の
道
を
た
ど
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
に
思
い
を
至
さ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
」
と
し
て
核
保
有
国 

 

の
自
制
あ
る
態
度
を
要
請
し
た
。 

ま
た
非
核
保
有
国
に
対
し
て
は
、
「
核
兵
器
の
も
た
ら
す
戦
慄
す
べ
き
惨
禍
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
一
日
た 

 
 

り
と
も
忘
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
人
類
の
一
員
と
し
て
、
核
兵
器
の
廃
絶
の
た
め
総
力
を
結
集
し
よ 

 
 

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

そ
う
し
て
演
説
の
し
め
く
く
り
の
中
で
、
「
わ
が
国
自
か
ら
平
和
に
徹
す
る
こ
と
を
国
の
基
本
政
策
と
し
、 

 
 

核
兵
器
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
と
い
う
厳
し
い
非
核
政
策
を
堅
持
し
、
武
器
の 

 

輸
出
は
こ
れ
を
慎
し
む
と
い
う
政
策
を
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
は
軍
縮
の
分
野
で
は
極
め
て
先
進
的
立 

 

場
に
あ
る
と
の
誇
り
を
も
つ
て
お
り
ま
す
。
」
と
全
世
界
に
宣
言
し
た
。 

七 

 



 

二 

答
弁
書
「
二
に
つ
い
て
」
の
文
中
、
旧
国
民
義
勇
兵
役
法
施
行
に
よ
り
「
国
民
義
勇
戦
闘
隊
に
編
入
す
る
に
は 

 
 

召
集
を
要
し
、
そ
の
召
集
は
主
務
大
臣
の
定
め
る
方
法
を
も
つ
て
本
人
に
通
達
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
」
と 

 

述
べ
て
い
る
。
主
務
大
臣
は
い
か
な
る
手
順
で
召
集
下
令
す
る
の
か
。
十
月
二
十
日
の
私
の
質
問
書
で
述
べ 

 
 

 

た
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
日
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
で
の
陸
軍
省
那
須
兵
務
局
長
の
答
弁
議
事
録
に
よ
つ
て 

私
は
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が
、
核
時
代
の
今
日
、
人
類
の
存
亡
を
か
け
た
「
核
」
に
対
す
る
正
し
い
理
解
、
被
爆

の
実
相
に
対
す
る
正
確
な
認
識
の
下
に
、
そ
の
原
爆
に
よ
る
犠
牲
者
に
対
す
る
国
と
し
て
の
施
策
を
全
う
す
る 

 

こ
と
は
、
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者
に
対
す
る
国
の
補
償
の
公
平
さ
を
追
及
す
る
政
治
の
在
り
方
と
し
て
大
切
な 

 

意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
が
内
閣
の
見
解
は
ど
う
か
。 

当
時
の
園
田
外
務
大
臣
は
今
、
被
爆
者
対
策
基
本
問
題
懇
談
会
の
答
申
を
受
け
る
厚
生
大
臣
で
あ
る
。
ま 

 
 

 

た
、
七
人
委
員
会
の
委
員
で
あ
つ
た
故
西
村
熊
男
氏
は
昭
和
二
十
二
年
条
約
局
長
就
任
前
は
条
約
局
長
付
き
と 

 

し
て
昭
和
二
十
年
八
月
十
日
、
米
国
に
対
す
る
抗
議
の
外
交
文
書
を
起
草
さ
れ
た
重
要
な
一
人
で
あ
つ
た
。 

八 

 



 

村
上
敏
夫
氏
は
、
広
島
市
内
の
町
内
会
長
、
職
域
代
表
、
各
団
体
代
表
の
出
席
す
る
元
広
島
市
公
会
堂
で
行 

 
 

わ
れ
た
大
集
会
で
矢
野
少
将
が
本
土
決
戦
の
様
相
が
濃
く
な
つ
た
情
勢
を
話
し
、
「
米
軍
の
日
本
本
土
上
陸
が 

即
ち
「
一
々
召
集
令
状
ヲ
銘
々
ノ
人
ニ
ヤ
ル
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
コ
ト
ヲ
致
シ
マ
セ
ヌ
デ
、
平
素
連
名
簿
ノ
ヤ
ウ 

 
 

ナ
モ
ノ
ニ
名
前
ヲ
付
ケ
テ
置
イ
テ
、
召
集
担
当
官
が
「
集
マ
レ
」
ト
言
ツ
タ
ナ
ラ
バ
ソ
レ
ダ
ケ
デ
集
マ
ル
」
と
述 

 
 

べ
て
い
る
。
臨
機
即
応
の
臨
戦
体
制
に
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
広
島
市
の
国
民
義
勇
隊
本
部
の
事
務
局
長
村
上
敏
夫
氏
の
証
言
に
よ
つ
て
も
、
昭
和
二
十
年
三
月
の 

 
 

東
京
大
空
襲
直
後
の
三
月
二
十
三
日
の
閣
議
で
「
国
民
義
勇
隊
に
関
す
る
件
」
、
同
年
四
月
沖
繩
陥
落
後
の
「
国 

 
 

民
義
勇
戦
闘
組
織
に
関
す
る
件
」
の
決
定
が
な
さ
れ
た
経
過
を
経
て
、
同
年
六
月
二
十
二
日
の
国
民
義
勇
兵
役 

 
 

法
の
制
定
に
至
る
ま
で
の
閣
議
の
諸
決
定
を
み
る
な
ら
ば
、
国
民
義
勇
隊
が
家
屋
疎
開
か
ら
戦
闘
参
加
協
力
に 

 

組
織
強
化
さ
れ
た
経
過
が
具
体
的
に
解
明
さ
れ
る
。 

も
、
政
府
の
見
解
と
「
実
際
の
法
律
の
運
用
」
と
は
全
く
違
う
の
で
は
な
い
か
。 

九 

 



 

広
島
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
る
前
夜
の
状
態
で
は
軍
人
、
官
公
吏
、
軍
属
及
び
国
家
総
動
員
法
に
よ
る
動
員 

 
 

学
徒
、
徴
用
工
以
外
も
、
特
定
の
人
以
外
は
疎
開
、
移
動
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
。 

あ
れ
ば
広
島
と
宮
崎
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
時
第
一
線
か
ら
第
四
線
ま
で
防
衛
線
を
置
く
。
第
一
線
及
び
第
二 

 
 

線
は
正
規
兵
（
軍
隊
）
で
守
り
、
第
三
線
は
国
民
義
勇
隊
が
守
る
。
更
に
第
四
線
は
正
規
兵
で
守
る
計
画
で
あ 

 
 

る
」
「
第
一
線
、
第
二
線
を
く
ぐ
つ
て
来
た
者
は
国
民
義
勇
隊
の
竹
槍
で
防
い
で
も
ら
い
た
い
」
と
訓
示
し
た
と 

 
 

記
録
し
て
い
る
。 

現
行
援
護
法
の
「
准
軍
属
」
の
中
に
は
、
雇
用
関
係
は
な
い
が
命
令
服
従
の
特
別
権
力
関
係
が
存
在
し
て
い
た 

 

と
き
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
「
国
の
責
任
」
を
回
避
す
る
根
拠
―
国
家
補
償
の
精
神
に
よ
る
補
償
責 

 

任
が
な
い
と
断
言
で
き
る
か
ど
う
か
。 

特
に
私
が
疑
問
を
も
つ
の
は
、
国
民
義
勇
隊
に
関
す
る
閣
議
決
定
以
降
の
資
料
は
戦
後
、
占
領
期
間
中
「
極 

 
 

秘
扱
い
」
と
し
て
自
治
体
に
対
し
て
も
資
料
焼
却
を
命
じ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
私
の
資
料
要
求
に
応
じ
た
の 

一
〇 

 



 

三 

「
七
人
委
員
会
」
に
対
し
て
厚
生
大
臣
が
諮
問
す
る
に
当
た
り
、
現
行
二
法
に
つ
い
て
政
府
が
「
特
別
の
社
会 

 
 

保
障
制
度
」
と
し
て
対
策
を
重
ね
て
き
た
が
、
「
被
爆
者
及
び
そ
の
遺
族
が
今
な
お
お
か
れ
て
い
る
状
況
に
か
ん 

は
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
十
三
日
で
あ
つ
た
。
こ
れ
は
占
領
軍
の
公
職
追
放
を
免
れ
る
た
め
の
措
置
で
あ
つ
た 

 

が
、
結
果
と
し
て
は
軍
属
、
准
軍
属
の
範
囲
を
き
め
る
「
線
引
き
」
の
根
拠
と
な
つ
た
と
考
え
る
。
資
料
が
出
さ 

 
 

れ
て
義
勇
隊
の
閣
議
決
定
の
日
付
が
三
月
二
十
二
日
と
さ
れ
て
い
た
の
を
私
の
指
摘
に
よ
つ
て
昭
和
四
十
三
年 

 

国
会
で
二
十
三
日
に
改
め
た
。 

沖
繩
で
は
昭
和
十
九
年
十
月
以
降
の
空
襲
に
よ
る
六
歳
以
上
の
被
害
者
は
准
軍
属
と
し
て
処
遇
さ
れ
る
こ
と 

 

と
な
つ
た
。 

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
当
時
、
男
子
十
五
歳
よ
り
六
十
歳
ま
で
、
女
子
は
十
七
歳
よ
り
四
十
歳
ま
で
と
は
い 

 
 

 

え
、
常
時
戦
場
に
あ
つ
た
と
同
様
の
戦
闘
協
力
参
加
の
条
件
に
あ
つ
た
も
の
と
考
え
る
。
国
民
義
勇
隊
関
係
資 

 
 

料
を
極
秘
扱
い
に
し
た
理
由
を
含
め
て
事
実
の
認
識
に
つ
い
て
納
得
で
き
る
見
解
を
求
め
る
。 

一
一 

 



 

 

一
二 

が
み
国
家
補
償
の
精
神
に
立
脚
し
た
被
爆
の
援
護
対
策
に
つ
い
て
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
」
と
し 

 

て
最
高
裁
判
決
を
引
用
し
、
制
度
の
根
幹
に
ふ
れ
る
「
基
本
理
念
を
明
確
に
す
る
た
め
」
「
各
分
野
に
お
け
る
第 

 
 

一
人
者
」
に
検
討
を
委
ね
る
と
し
て
い
る
。
大
平
前
総
理
も
こ
れ
を
尊
重
す
る
と
述
べ
て
い
る
。 

か
か
る
重
要
問
題
に
対
す
る
一
つ
の
結
論
と
し
て
、
こ
の
経
過
を
尊
重
す
べ
き
も
の
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


